
皆さまのご意見を
お待ちしています

お問い合わせ先
石巻市  復興政策部  地域協働課
TEL ： 0225-95-1111（代表）
FAX ： 0225-22-4995
E-mail ：iscviact@city.ishinomaki.lg.jp

アンケート結果

　皆様からいただいた意見について、市では新たな財政措置が必要な課題や、より積極的に
解決に取り組むべき案件などを整理・調整し、市としての方針や方向性のとりまとめを行い
ました。
　それを、湊地区の町内会長連合会、渡波地区の行政区長会にてお示した後、市が策定する
震災復興基本計画実施計画へ反映させるなど、具体化させていきたいと考えています。

今後の進め方

東部地区復興まちづくり だより

Vol.1

渡波町一・二・三　浜松町　三和町
　石巻市では現在、“どうすれば安心して暮らし続けることができるのか ” 
“ どうすれば仮設住宅等にお住いの方々が戻ってこられるのか ”をテーマと
した東部地区※の復興まちづくりに、住民の皆さんと
ともに取り組んでいます。
　その一環として、昨年の 11月末から地区別に２度
の意見交換会を開催しましたので、その結果をお知
らせします。

※東部地区とは・・・
　旧北上川より東側の市街地の
うち、津波による被害が大きく、
かつ土地区画整理事業等の事業
を行わない地区を指します。
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渡波中地区

渡波中地区

：東部地区

●今後のお住まい

●安全・安心のために有効と思う活動

●現在のお住まい

●住み続けるために重要と考えられる施設

平成 25 年 12 月から平成 26 年 1月にかけて、被災時に東部地区にお住まいの約 6,000 世帯の方に、
アンケートを実施しました。主な設問と結果は、次のとおりです。
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このまま現在の場所に住み続けたい

被災前に住んでいた場所に戻りたい

市内の被災前以外の場所へ移りたい（または既に移っている）

市外に移りたい（または既に移っている）
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自主防災組織等による

見回りや声かけ

防災知識の普及や意識啓発

防災訓練や防災に
関連したイベント

避難する時に支援が必要な人の
把握と、支援者の割り当て

その他

津波からまちを守る堤防

安全な避難場所や十分な備蓄

身近な商店や銀行、行政サービス
などの生活利便施設

病院やクリニック
などの医療施設
                 　　高齢者や障害者、子育て等

を支援する福祉施設
集会や文化活動、地域のイベント

などができる集会所等

道路、公園、下水道
などの基盤となる施設

交番・駐在所、消防団倉庫
など、治安や安全のための施設

バス、鉄道、コミュニティバス
などの公共交通

その他



意 見 交 換 会 の 様 子

話 し 合 っ た 主 な 意 見

第 2回意見交換会を開催しました　【平成 26年 2月 19 日（火）　会場：うしお荘　住民出席者：22人】

第 1回意見交換会を開催しました　【平成 25年 11 月 28 日（水）  会場：渡波公民館  住民出席者：29人】

第 2回意見交換会に参加した感想・意見等
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未提出
11人

無回答
1人

その他
1人

よかった
6人

大変
よかった
3人

●参加してみて●
・安心・安全を考えて下さい。行政の実りある
行動に！

・初めての参加です。皆で話し合うことでより
よい町を作っていくことに何かの形でも参加
たりして、手伝いができることを自分なりの
形で行動に移したいと思いました。

・なかなかこういう機会がなかったので、個々
に気軽に話せる場所があって良かったと思
う。日頃思っていることを具体的に細かく話
すことが出来、少しでも早く実現していただ
く事を祈っています。

・大変勉強になり、これからも参加したい。
・参加人数が少ないのが残念だった。ガス抜き
で終わらせないで欲しい。

・意見がかみ合っていくにはどうしたらよい
か？時間をかけることも大事だと思う。

高齢者を地域で把握しており、
震災時にはみんなで協力して
避難できた。

現状では戻るのが
怖いという人が多い。

渡波支所から南側は、被災に
よる空地が目立ち、夜も暗い。

老朽化した支所を 4階建てに建て
替え、安全な避難所にしてほしい。

支所周辺の道路の拡幅、
生活道路の拡幅と
つながりが必要。

高齢化でますます過疎化が進む。
対策には行政のリードも必要。

気軽に使える公民館、お茶会など
近所で集える場・機会が必要。

雇用の場、賃金の高い
産業基盤が必要。

空地の活用に関する
支援をしてほしい。

もとは住みやすい
まちだった。

緊急時を想定し、
日常的な声かけが大切。

住宅地として住みやすい
まち、若い人が安心して
住めるまちにしたい。

防潮堤の高さが実感できる
ことや、事業スケジュールの
周知によって人が戻ってくる。

まちの中心だったころの
利便性、自然海岸や漁港
など、昔あった地域の
魅力を取り戻す。

病院は交流の場でもある。
病院や診療所がほしい。

防災情報を入手しやすい
設備が必要。（新型スピー
カー、ラジオ）

日常生活に必要な施設は、
全部蛇田にできていて、
東部地区にはできない。

高台の避難場所がないので、
小学校のほかに復興公営住宅、
避難タワーなど、歩いて逃げ
られる施設が必要。

この地区は昔から
近所づきあいが盛んな
隣人愛の強いまち。

●安全・安心●

●コミュニティ●

●暮らしやすさ●

昔の魅力を取り戻したい
という意見が出ました。

地域の交流の大切さについて
意見が多く出ました。

安全・安心のまちづくり
が強く求められました。

若者の流入が重要という
意見が多く出ました。

平成 25 年 11 月 28 日　渡波公民館大ホールにて、渡波南地区・渡波中地区の合同意見交換会をとり行いました。
主な意見：
・防災無線が聞き取りづらい。
・避難タワーはいくつもあったほうがよい。
・万石橋を渡って山に逃げる方法を考えたらよい。
・渡波稲井線の他にも、車で避難するためのルートが必要。
・道路が凸凹になっており、大型車が通るたびに家が揺れるので整備してほしい。
・家が無くなって交差点がわかりづらく危ないので、表示をしてほしい。
・震災後の地盤の高さが知りたい。
・浜松公園の松の木を切ってしまっているので、日陰になるものがほしい。
・１２月の地震時の避難では、鹿松の山際の道路、市道流留真野沢線が渋滞した。
これらの道路の幅員の確保等の整備をしてもらいたい。


